
(1)第 194号 仲 町 ふ れ あ い 令和 7年 10月 5日

住みよい

まちづくりを
学区内人口
(令和7年 4月 1日現在)

世 帯 数 1,555
人  口 3,093
男  子 1,481
女  子 1,612
高齢化率 生 7%

発 行
仲 町 学 区
コミュニティ推進会

原   孝  介
仲町交流センター内
0294(21)5564
印  刷
第一印刷帥
0294(22)6281

仲
町
ま
つ
り

初
の
仲
町
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

８
月
３０
日

（土
）

１６
時
か
ら

仲
町
ま

つ
り
を
初
め
て
仲
町
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

猛
暑
を
避
け
る
た
め
８
月
終

わ
り
の
開
催
で
し
た
が
、
こ
の

日
も
最
高
気
温
３２
度
と
暑
い
１

日
に
な
り
ま
し
た
。

朝
８
時
か
ら
会
場
設
営
を
始

め
て
、
１５
時
か
ら
子
ど
も

コ
ー

ナ
ー
を
開
始
し
ま
し
た
。

１６
時

か
ら
日
立
風
流
物
西
町
支
部
の

『
鳴
り
物
』
で
ま

つ
り
が
始
ま

り
、
子
ど
も
た
ち
の
神
輿
が
会

場
を
巡
回
し
ま
し
た
。

１６
時

３０
分
、
模
擬
店
の
販
売

が
開
始
さ
れ
、
ブ

ル
ー
フ

ェ
ア

リ
ー
ズ

（明
秀
日
立
の
ダ
ン
ス
）

や
佐
藤
駿
さ
ん
と
チ
ー
ム
ゼ
ム

ホ
リ
の
歌
と
ダ

ン
ス
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
○
×
ク
イ
ズ
や
盆

踊
り
の
後
、
抽
選
会
が
行
わ
れ
、

ま

つ
り
を
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

残
暑

の
中
、
多
く
の
参
加
者

に
来
て
い
た
だ
き

『
仲
町
ま

つ

り
』
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

子どもみこし 提灯が灯されました

子どもコーナーのお客様

模擬店販売開始

東京海上日動火災保険株式会社 代理店
東京海上日勁あんじん生命保険株式会社 ft理店

株式会社KRC日 立支社

〒3174055日 立市宮田町3丁目9番 2号

TEL.0294-21-1390 FAX1 0294-21-1391

ヨE

再うどん・そば処

伊 勢 屋
宮田町3-5-19
821-3755

うどん、そば

丼物類、ラーメン

日立食堂
宮田町3-5-5
TEL21-1085

{+fr+trfi-Ad-i https : / /c-nakana. com

仲町まつり開始 (日 立風流物西町支部鳴り物)

超保険
鮮魚仕出し

宮田町4-8-12
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第 194号 仲 町 ふ れ あ い 令和 7年 10月 5日 (2)

佐藤駿 with team zemHOli    明秀日立のダンス (ブルーフェアリーズ )

仲町おどり (歌と踊り)

C)× クイズ

1等当選者 (自銀町 木村さん)

ご
芳
志
　
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

仲
町
ま
つ
り
ご
芳
志
者

（敬
称
略
）

（企
業
関
係
〉
閉
大
宮
園
（須
藤

淳

一
）
、
三
瓶
建
設
工
業
い
（三

瓶
政
人
）
、
Ｊ
Ｘ
金
属
田
茨
城

事
業
所
、
同
自
由
工
房

（栗
田

明
）
、
同
高
澤
電
器
商
会

（高

澤
秀
樹
）
、
第

一
印
刷
閉

（鈴

木
哲
）
、
欄
天
尚
堂

（中
村
稔
）
、

日
立
宮
田
郵
便
局
（鈴
木
英
俊
）
、

平
岡
工
業
所

〈平
岡
俊
〉
、
側

み
ど
り
園

（佐
藤
洋

一
郎
）
、

人
木
労
務
管
理
事
務
所
（人
木

貴
嗣
）
、
同
矢
吹
地
所

（矢
吹

茂
巳
）
、
同
山
崎
工
業
所

（山

崎
雄
彦
）
、
渡
勇
建
設

（渡
辺

勇
）
、
鯛
Ｋ
Ｒ
Ｃ
日
立
支
社

（商
店
関
係
〉
伊
勢
屋
、
日
立

食
堂

（斉
田
俊
）
、
ヤ
ナ
ギ
美

容
室

（片
柳
洋
子
）
、
理
容
ヨ

ツ
ク
ラ

〈個
人
）
岩
渕
寛
行
、
上
田
ま

さ
、
宇
田
川
吉
明
、
海
老
名
く

み
子
、
大
内
正
典
、
大
島
博
、

大
畑
信

一
、
大
山
美
鶴
、
神
山

孝
克
、
川
俣
功
、
齋
藤
常
吉
、

坂
本
シ
ゲ
子
、
佐
藤
信
生
、
佐

藤
守
、
篠
本
勝
、
田
口
里
子
、

津
村
君
子
、
原
孝
介
、
深
谷
尚

恵
、
福
地

一
也
、
福
地
清
子
、

福
地
季
子
、
福
地
久
恵
、
古
河

和
子
、
水
庭
源
乃
、
村
木
フ
ミ
、

森
山
弘

一

〈町
内
会
〉
西
仲
町

一
町
内
新

進
会
、
西
仲
町
第
二
町
内
会
、

梱
平
親
睦
会
、
新
町
町
内
会
、

宮
田
栄
町
自
治
組
合
、
東
仲
町

共
和
会
、
鹿
野
場
団
地
町
内
会
、

高
鈴
台
団
地
自
治
会
、
柴
の
沢

町
内
会
、
芝
内
睦
会
、
県
営
久

保
田
Ａ
Ｐ
、
う
ら
ら
会
、
加
性

町
内
会
、
桐
本
田
団
地
自
治
会

〈学
校
諸
団
体
及
び
寺
社
関
係
）

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
共
楽
館
を
考

え
る
集
い
、
神
峰
商
工
親
交
会
、

平
沢
地
区
民
児
協
、
（公
財
）

日
立
市
公
園
協
会
、
日
立
郷
土

芸
能
保
存
会
西
町
支
部

（支
部

長
鈴
木
啓
之
）
、
高
鈴
台
団
地

女
性
会
、
高
鈴
台
団
地
い
ろ
り

会
、
専
照
寺

（住
職
田
村
晃
徳
）
、

（
一
社
）
ひ
た
ち
風
の
谷
（富

岡
直
美
）
、
仲
町
小
学
校
、
仲

町
学
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会

役
員

一
同
、
仲
町
交
流
セ
ン
タ

ー
事
務
員

一
同

〈特
別
ご
芳
志
〉

さ
よ
な
ら
平
沢
中
学
校
実
行
委
員

（
３
４
，
０
３
０
円
）

〈現
品
ご
芳
志
）

榊
日
立
製
作
所
日
立
事
業
所
、

か
み
ね
保
育
園

〈子
ど
も
み
こ
し
〉

お
賽
銭

（１
８
，
１
２
２
円
）

塗装のことなら、

地元密着の当社へ。

日立市宮田町3…3…8

822-1611
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日立市宮田町3-3-18

8 22-0217

仲町学区

ホームページの
QRコ ードです

栗原電気商会
日立市神峰町 2-4-15
TEL 0294-22-1122
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(3)第 194号 仲 町 ふ れ あ い 令和 7年 10月 5日

青
少
年
育
成
部

８
月
２３
日

（土
）
１０
時
か
ら

仲
町
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
小
学

生
３０
名
が
参
加
し

『
仲
町
わ
ん

ぱ
く
隊
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

最
初
に
お
昼
ご
飯

の
カ
レ
ー

作
り
。
包
丁
の
扱

い
に
気
を
付

け
な
が
ら
具
材
を
切
り
、
み
ん

な
で
協
力
し
て
カ
レ
ー
を
作
り

ま
し
た
。
お
い
し
い
カ
レ
ー
を

食

べ
た
後
は
外
で
大
騒
ぎ
。
４

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
水
鉄
砲
で

勝
負
し
た
り
、
滑
り
台
付
き
の

プ
ー
ル
で
遊
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

ケ
ガ
人
が
で
る
こ
と
な
く
盛
況

の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

わ
ん
ぱ
く
隊
参
加
報
告

高
鈴
町
　
森
山
　
晃
正

今
年
も
子
ど
も
と

一
緒
に
仲

町
わ
ん
ぱ
く
隊
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
前
中
の

カ
レ
ー
作
り
で
は
上
級
生
や
保

護
者
に
見
守
ら
れ
な
が
ら

一
生

け
ん
め
い
に
包
丁
を
使

つ
て
野

菜
を
切
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を

見
て
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。
で

き
あ
が

つ
た
カ
レ
ー
は
と
て
も

美
味
し
く
て
子
ど
も
た
ち
は
何

杯
も
お
か
わ
り
を
し
て
い
ま
し

た
。
青
少
年
育
成
部

の
皆
様
が

作

つ
て
下
さ

っ
た
き
ゅ
う
り
の

一
本
漬
け
も
冷
た
く
て
美
味
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

満
腹
に
な

っ
た
後

の
水
遊
び

の
時
間
で
は
暑
さ
で
バ
テ
気
味

の
大
人
達
と
は
対
照
的
に
、
子

ど
も
た
ち
は
元
気

い

っ
ぱ

い
に

走
り
回

っ
て
い
ま
し
た
。
親
子

と
も
ど
も
、
夏
休
み
の
楽
し
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

た
の
し
か

っ
た
わ
ん
ぱ
く
た
い

小
２
年
　
森
山
　
晃
太
郎

今
年
も
わ
ん
ぱ
く
た

い
に
さ

ん
か
し
ま
し
た
。
さ

い
し
よ
は
、

カ
レ
ー
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。

学
年

の
上

の
お
姉
さ
ん
た
ち
と

同
じ
は
ん
に
な

っ
て

つ
く
り
ま

し
た
。
ぼ
く
は
人
じ
ん
の
か
わ

を
ピ
ー
ラ
ー
で
む
い
て
そ
の
あ

と
は
ほ
う
ち

ょ
う
で
切
り
ま
し

た
。
人
じ
ん
は
か
た
く
て
切
り

づ
ら
か

つ
た
け
ど
、
切
る
こ
と

が
た

の
し
か

っ
た
で
す
。
み
ん

な
で

つ
く

っ
た
カ
レ
ー
は
お
い

し
く
て
お
か
わ
り
を
し
ま
し
た
。

デ
ザ
ー
ト
の
ス
イ
カ
も
あ

つ
て

お
い
し
か

っ
た
で
す
。

ご

ご

か
ら

の
水

て

っ
ぽ

う

が

つ
せ
ん
で
は
、
が
ん
ば

つ
て

ま
と
を
ね
ら

い
水
を
か
け
あ

い
、

け

つ
し
よ
う
せ
ん
ま
で
い
き
ま

し
た
が
ま
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。

ま
け
て
く
や
し
か

っ
た
け
ど
水

て
つ
ぽ
う
の
水
が

つ
め
た
く
て

き
も
ち
よ
か

っ
た
で
す
。
来
年

も
わ
ん
ぱ
く
た
い
に
さ
ん
か
し

た
い
で
す
。

ひたちシーサイ ドマラソンについてのお知らせ

(1)大会名 :ひたちシーサイ ドマラソン 2025

(2)開催日 :令和 7年 11月 16日 (日 )

(3)交通規制時間 (最大 ):午前 8時から午後 4時 15分

(4)規制区域 :市民運動公園周辺及びコース沿線

(5)詳細内容は、大会ホームページまたは 8月 20日号

市報をご覧ください。

参考に、大会 HPの QRコ ードをお知らせいたします。

一般・訪問歯科診療

小島歯科医院
訪問歯科診療専用ダイヤル

090鐵6479-8020
訪問診療曰 毎週 木、金、土
0寺   間 9:00～ 18:00
電話問合せ 月～土 随時OK
■■   _

KIン
日立市宮田町3-10-4

110294-21-1698

てん   しょう  どう

〇 株式会社 天 尚 堂 祠
〒317-0054日 立市本宮町 4丁目4番 21号
L0294(21)2225/FAX0294(24)4599
イヤノレ 0120-66-2225
1SD宮 圏葬篠場
日立市宮田町 5丁 目4番 12号
T E L 0294(24)2222(代 }

F AX 0294(24)2322番

涎鰺轟墨ヽ
′
墨

LPガス・ガス器具・配管工事・住宅設備機器

有限会社

中屋助善
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‐
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■_||・ |

日立市神峰町2-7-3
TEL 21-0635
FAX 21-0639
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第 194号 仲 町 ふ れ あ い 令和 7年 10月 5日 (4)

い
が
り
さ
ん
の
　
　
周

仲
町
オ
モ
シ
ロ
講
座

留

日
立
市
郷
土
博
物
館

猪
狩
　
俊
哉

宮
田
川
の
名
ま
え
に
つ
い
て
①

「
日
立
市
は
、
明
治
に
開
発
さ

れ
た
鉱
山
を
き

っ
か
け
に
発
展

し
て
き
た
町
だ
し
、
そ
の
前
の
江

戸
時
代
に
は
寒
村
だ

っ
た
か
ら
、

そ
れ
よ
り
も
古

い
歴
史
や
遺
跡

は
な
い
ん
だ
よ
」
と
い
う
話
を
何

度
か
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「歴
史
や
遺
跡
が
な

い
」
は
極

端
な
例
に
し
て
も
、
「知
ら
な
い
」

と
い
う
人
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
多

い
と
思
い
ま
す
。
明
治
期
以
降

の

鉱
工
業
都
市
と
し
て
の
発
展
が

日
立
地
域
に
強

い
イ

ン
パ
ク
ト

を
与
え
、
さ
ら
に
そ
の
印
象
が
現

在

の
わ
た
し
た
ち
に
十
分
に
浸

み
わ
た

つ
て
い
る
こ
と
に
お
ど

ろ
き
ま
す
。

仲
町
学
区
内

の
高
鈴
台
に
あ

る
鹿
野
場
遺
跡
で
は
、
日
立
地
域

に
ヒ
ト
が
住
み
始
め
た
約

３
万

年
前

の
石
器
や
、
縄
文
時
代
の
土

器
な
ど
が
見

つ
か

つ
て
い
る
の

で
、
や

っ
ぱ
り
日
立
に
は
歴
史
も

遺
跡
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
町
の

中
で
も

つ
と
か
ん
た
ん
に
歴
史

を
見
つ
け
る
た
め
に
は
、
地
名
に

注
目
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
日
立
市
を
ふ
く
む
茨
城
県

で
は
、
地
名
を
見
る
だ
け
で
１
３

０
０
年
ほ
ど
前
の
歴
史
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

な
ぜ

「
１
３
０
０
年
前
」
か
？

そ
れ
は
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
が

現
代
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
風
土
記
と
は
奈
良
時
代
は

じ
め
に
、
当
時
の
天
皇
の
命
令
で

地
域
ご
と
に
つ
く
ら
れ
た
、
地
名

の
由
来
や
、
名
産
品
、
伝
説
が
書

か
れ
た
書
物
で
す
。
つ
ま
り
、
『
る

○
ぶ
』
の
よ
う
な
も
の
で
す
が
、

現
代
に
伝
わ

っ
て
い
る
の
は
、
常

陸
国
（ほ
ぼ
現
在
の
茨
城
県
に
あ

た
る
）
を
ふ
く
む
５
か
国
分
の
み

で
す
。
つ
ま
り
風
土
記
を
読
め
ば
、

私
た
ち
に
身
近
な
地
名
が
古

い

地
名
か
ど
う
か
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
風
土
記
に
は
次
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

密
筑
の
里
の
北
東
３０
里

（■６
』
）

に
助
川
の
駅
家
が
あ
る
。
む

か
し
は

「遇
鹿
」
と
言
っ
た
。

川
で
サ
ケ
が
と
れ
る
の
で
、

「助
川
」
に
名
前
を
変
え
た
。

（意
訳
）

ま
た
、
別
の
文
に
は
、

う
か
？
現
在
、
住
所
を
示
す
の
に

「●

●
町
◆
番
地
▲
号
」
と
表
示
し
ま

す
が
、
か
つ
て
は

「○
○
村
字
◇

◇
小
字
△
△
」
と
表
示
し
ま
し
た
。

実
は

「宮
田
」
は
、
宮
田
町
内

に
小
字
と
し
て
残

っ
て
い
ま
す
。

次
号
で
は
、
「宮
田
」
と
は
何
か
、

影撮

す

て

う
　
つ

よ

か

の

向

＝
「

こ

田

口

宮

河

の

ら

在

か

現

橋中田

今
後

（
１０
月
～
１２
月
）

の
主
な
行
事

１０
月
４
日

（土
）
宮
田
川
清
掃

１０
月
Ｈ
日

（土
）

交
流
セ
ン
タ
ー
除
草
作
業

１０
月
１８
日

（土
）
防
災
訓
練

１０
月
２６
日

（日
）

魅
力
再
発
見
ウ
オ
ー
ク

Ｈ
月
８
日

（土
）
仲
町
文
化
祭

Ｈ
月
２９
日

（土
）
通
学
路
清
掃

１２
月
７
日

（
日
）

か
み
ね
レ
ジ

ャ
ー
ラ
ン
ド
と

動
物
園

数
年
前
に
ズ
ン
バ
と
い
う
体

た
か

の
こ
お

り

助
川
は
、
常
陸
国
内
の
多
珂
郡

な
ぜ

「官
田
」
に
な

っ
た
か
、
そ

を
動
か
す

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
出

と
久
慈
郡
の
境
だ

（意
訳
）
　

し
て
、
い
つ

「助
川
」
か
ら

「宮

と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
田
川
」
に
変
わ

っ
た
の
か
、
に
迫

現
在
の
助
川
町
は
、
こ
の
風
土

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

記
の

「助
川
」
の
名
残
り
で
あ
り
、

現
在

の
官
田
川
は
、
風
土
記
に
記

さ
れ
た

「助
川
」
そ
の
も
の
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

「密
筑
」
は
現
在

の
水
木
町
、
「遇

鹿
」
は
相
賀
町
あ
た
り
を
指
す
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
助
川
は
、
い
つ

宮

田
川
に
変
わ

っ
た

の
で
し
よ

う
か
？
変
わ

っ
た

こ
と
を
示
す

証
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「宮
田
」

は
江
戸
時
代
に
は

「宮
田
村
」
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
、
そ
も
そ
も

一官
田
」
は
い
っ

か
ら
使
わ
れ
始
め
た

の
で
し
よ

Ｊ
■
■
■
■
一
■
■
目
■
■

会
い
ま
し
た
。
楽
し
く
て
大
好
き

で
す
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
楽
し
い
の

か
不
思
議
で
し
た
が
、
曲
の
中
で

近
く
の
人
と
向
き
合

い
、

ハ
イ

タ

ッ
チ
の
よ
う
な
簡
単
な
振
り

を
す
る
こ
と
で
、
私
の
中
の
承
認

欲
求
が
満
た
さ
れ
る
の
を
感
じ

ま
し
た
。

日
常
生
活
の
中

で
も
挨
拶
や

笑
顔
を
向
け
る
だ
け
で
も
相
手

の
承
認
欲
求
は
満
た
さ
れ
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
い
い
ね
）
を
す
る

だ
け
で
な
く
、
地
域
活
動
を
通
し

て
、
人
と
の
触
れ
合
い
の
中
で
心

の
中

の
い
い
ね
―
を
増
や
し
て

い
け
た
ら
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

野
崎
　
明
子

E /--)V c-nakama@netl. jway. ne. jp
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